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豊田北高等学校同窓会事務局 豊田北高等学校  

第12回卒業30周年記念事業
同窓会報 第31号

河合龍二先生インタビュー
北高Life今昔～12回生の“今”

特別企画
活動報告

お祝いの声続 と々
同窓会長、学校長、
恩師からのメッセージ

現在の北高生の



～こえ～

開会の言葉
同窓会長挨拶
学校長挨拶
議長選出
議事
新役員挨拶
報告事項
閉会の言葉
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実行委員長挨拶
恩師挨拶
ご協賛紹介
懐かし授業 1限目:塚田和博先生 (数学)
懐かし授業 2限目:安藤伸也先生 (音楽 / ライブ)
歓談 / 軽食
第1回生還暦セレモニー
懐かし授業 3限目:河合龍二先生 (国語)
懐かし写真スライドショー
校歌斉唱 (伴奏:辻野粋規 / 12回生・3-5)
閉会の言葉
屋上からの記念写真撮影
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場　所：富士屋
GRILL＆BAR
豊田駅前店

参加費：
※申込方法は9ページにて
6,000円 
（ T-FACE11階 ）

～ 豊田北高等学校 12回生の皆さまへ ～
定期総会・第12回卒業30周年記念事業のご案内

豊田北高等学校同窓会では、2011年から卒業後30年を迎えた回生による「卒業30周年記念事業」を行っています。
今年は「12回生＝1993年卒業生(概ね昭和49/50年生まれ)」が中心となり、「テーマ：声 ～こえ～」のもと、
恩師や同級生との旧交を温める機会となるよう魅力的な企画を盛り込んだ記念事業を計画しました。
おそらくコロナ禍もあり数年振り、あるいは何十年振りかに再会する同級生もきっと多いことと思います。

アフターコロナの“今”だからこそ、皆と顔を合わせながら懐かしい声を響かせましょう。
久し振りとなる母校で皆さんとお会いできるのを楽しみにしています。

■提案者：小野肇久（12回生・3-6） 　■表紙題字：飯伏敏孝（12回生・3-9）

COVID-19によって規制の対象となってしまった「声」。
それでもようやく日常に声が戻り始め、久し振りに級友や恩師と再会し
懐かしい声を聞くことによって、この卒業 30周年記念事業を歓び、感謝、
希望の声で満たすことができたら――という思いを一文字に込めた
のが今年のテーマ＝「声 ～こえ～」です。
また、ひとつの声が一同に集まれば力強い大合唱になり、役割を
得ることによって心地よいハーモニーを生み出すこともできます。
この再会の場を機に、「声」から始まる新たなストーリーにも期待して
決定しました。

2023年11月26日 （日） 10:00～ (受付9：00)
2,000円 (記念品/軽食あり) 
※申込方法は9ページにて

日　時 豊田北高等学校体育館場　所

テーマ参加費

概
要

内
容

10：00～10：30 10:45～14:20
第1部  定期総会 

16：00～18：00
第3部  12回生懇親会 ～課外授業～第2部  卒業30周年記念事業 ～懐かし授業～
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2023年1月に12回生からなる第12回卒業30周年記念事業実行委員会が発足し、
以降は毎月1回のミーティングを実施しながら様々な要件や企画を話し合い、実行してきました。
また、各クラスの取りまとめや、北高の事務局に保管されていた12回生の写真を学校から

お借りして写真選定をする際など、クラス委員の方々にも協力をいただきました。

実行委員会メ
ンバー紹

介

第12回卒業30周年記念事業実行委員会　※クラス順 / 出席番号順※在校時氏名

委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
副 委 員 長
書 記
書 記
書 記 / 会 計
書 記 / 会 計
会 計
クラス委員統括
特 別 顧 問
記念誌サポート
記念事業 / 懇親会サポート

伊藤秀俊（3-10） / 統括
鈴木理香（3-6） / 記念事業
飯伏敏孝（3-9）/ 記念誌
新井周一（3-8） / 協賛管理
鈴木亮司（3-7） / 懇親会
加納隆紀（3-8） / 記念事業
林孝明（3-9） / 記念誌、議事録
内川哲雄（3-8） / 協賛管理、統括、事業予算
大山深雪（3-5） / 懇親会、議事録
中泉英子（3-7） / 記念誌
赤川美重子（3-3）、松本千亜紀（3-6）
小野肇久(3-6) / 記念誌、記念事業、懇親会
柴田雅代（3-4）、加藤清隆（3-5）、高田広恵（3-7）、請川真弥（3-9）
秋岡峰夫（3-7）、伊藤雅史（3-7）

クラス委員  ※出席番号順 ※在校時氏名

3-1　高橋良拓、伊藤朝美
3-2　西川和男、水上愛美  
3-3　小木曽尚久、三宅聡人、山田知弘、皆川圭子  
3-4　粕谷圭介、梅島ちはる、柴田雅代、福岡由美子
3-5　加藤清隆、辻野粋規、林三恵 
3-6　浜田剛、渡辺千穂
3-7　秋岡峰夫、伊藤雅史、浦野真理子、福尾享子、藤原身和子
3-8　鬼頭正恭、佐藤嘉高、中村悟史、正木高志
3-9　太田光紀、請川真弥、藤原久美子
3-10  柏原康一

テーマ 声～こえ～ とは？

2011 縁 ～えん～
2012 繋 ～つなぐ～
2013 絆 ～きずな～
2014 輪 ～わ～
2015 楔 ～くさび～
2016 躍 ～やく～
2017 逢 ～あい～
2018 轍 ～わだち～
2019 煌 ～きらめく～
2022 信 ～まこと～

歴代テーマ
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玄関前にある 12 回生の卒業寄贈品

「校舎配置図」



　紅葉の季節、同窓生の皆様ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。日頃から同窓会活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。
　同窓会のメイン事業として「卒業30周年記念事業」を2011年から続けてきました。事業について簡単に説明すると、卒業から
30年を迎えた卒業生が前後の回生の協力を得ながら1年かけて準備をし、母校で記念事業を開催しています。しかし、近年はコロナ
ウイルス感染症で2年間開催できませんでしたが、昨年よりオンラインを取り入れるなど工夫して再開することができるようになり、
今年もこうして開催できることは大変嬉しい限りです。
　今回のコロナウイルスで社会の規範や習慣が変わり、テレワーク、オンライン会議など、皮肉にも技術進歩を促し、コミュニ
ケーションにかかるコストは格段に低下しました。しかし、コミュニケーションの質も低下し、組織の一体感や仲間意識が希薄に
なってしまいました。そして、これらのコロナウイルスがもたらした新しい生活スタイルは元に戻ることはないだろうと思います。
だからこそ、リアルとオンラインを使い分け、大切なことの本質を見抜くことが必要とされていきます。
 　同窓会は母校を継続的に支援することが一番の使命です。同窓会が休止したり、なくなったりしても学校や生徒たちは存在します。
公立高校にとって金銭的な支援も大切ですが、学校と社会の橋渡し的な役割も重要だと考えています。例えば私自身、高校生の
ときに将来の明確な目標はありませんでした。各界で活躍している多くの卒業生から在校生にメッセージやアドバイスができたら
素晴らしいことだと思います。前途ある若者たちの可能性が広がり、夢を実現させる手助けになると思います。
　コロナが終息して新しい時代となり、1人でも多くの同窓生と同窓会の在り方を模索し、よりよき同窓会作りをしていきたいと
思います。また私たちは、同窓会活動を通じて、絆を広げていくことは人生を豊かにしていくと考えています。私自身も同級生以外の
多くの北高生との出逢い、絆ができたことは有難いことと、改めて感謝しています。
　10年ほど前から、私たち1回生が還暦になったら「この卒業30周年記念事業で還暦祝いを一緒にやりたい。記念事業のあと、北高に
観光バスを着けてみんなで温泉旅行に行けたら楽しいね」と冗談半分で言っていました。随分先のことと考えていましたが、遂に
今年のこととなってしまいました。
　11月26日は、ひとりでも多くの同窓生とお会いできることを、そして、多くの1回生が一同に集まり、多くの同窓生の皆さんから
還暦を祝ってもらえることを期待しています。
　最後に、同窓会役員一同、心よりお待ちしております。皆様のご健康とご多幸を、そして豊田北高の同窓会と母校がともに永続し、
繁栄することを心から祈念いたしまして挨拶といたします。

豊田北高等学校同窓会 

会  長 （1回生）松山 純大新しい時代 豊田北高を振り返って

　同窓会の皆様、令和5年度同窓会定期総会の開催、誠におめでとうございます。また、第12回生の皆様におかれましては、卒業
30周年記念事業が同時に開催されますこと、心よりお喜び申し上げます。卒業生の皆様方には、日頃から本校の教育活動に際し、
ご理解ご協力とともに多大なるご支援をいただき、深く感謝いたします。
　今年の記念事業のテーマは「声」であるとうかがいました。コロナ禍にあって「声」を出すことをためらってしまう状況が続き
ました。ようやく「声」を出して絆を深めることができるときがやってきたように思います。そんな中での「声」というテーマは、
実にタイムリーで素晴らしいアイデアであると感銘を受けています。
　時代の波の中で、様々な「声」が上がっています。その中にはこれまでの価値観を大きく覆すようなものもあります。高等学校への
「声」も例外ではありません。従来の学校文化とはかけ離れた「声」も少なからずあります。公立高校の存在意義に対する厳しい
「声」もあります。しかし、豊田北高校は、こうした時代の波の中にありながらも、その精神的な支柱は揺らいでいません。これもひとえに
これまでの卒業生の皆様方が築かれてきた伝統の力に他ならないと思っています。
　変えるべきところは変えつつも、伝統を守り、さらに発展を目指す学校でありたいと考えております。今後ともご支援のほど、
何卒よろしくお願いいたします。

愛知県立豊田北高等学校長

白井 雅彦時代の波の中で

当時：学年主任

寺町 敬志
　もうすぐ後期高齢者の仲間入りです。いつお迎えがきても不思議では
ありません。でもやりたいことが多く煩悩の塊みたいです。
　私は北高が1979年に開校してから2003年まで24年間、約1/4世紀の
あいだお世話になりました。年齢では29～53歳までだから、私の人生の
充実した時期が北高での生活でした。12回生は私が40歳2回目の学年
主任として関わり3年間一緒に過ごした学年ですので思いはいっぱいです。
　今年は12回生が卒業30周年ということで同窓会を開催するそうですが、
12回生もすでに40代後半を過ぎ各方面でご活躍のことと思います。一番の
思い出は2年の修学旅行。前年までの大山登山から八方尾根のトレッキング
を中心とする長野県方面に変更となり下見を行い計画を進めてきました。
校誌『青雲』の9～11号(1991~93年)を読み直し、懐かしく思っています。
　現在、家業の蓮台寺の住職として仏道に専念していますが、まだまだ分からないことが多く修行の毎日です。
　北高は私の自坊のすぐそばですが、数年前から評議員として年に2回ほどおじゃましています。システムは色々変わりましたが、
基本的な芯は変わっていないと感じています。周辺の環境は大きく変わりましたが、北高は様々な面で実績を残しており、地域から
信頼されている高校です。豊田北高の今後の益々のご発展と12回生のご活躍を祈念しています。

　12回生の皆さん、ご無沙汰しています。卒業30周年おめでとうござい
ます。私は、30歳から42歳までの13年間を豊北で過ごしましたが、12回生の
皆さんとは1年間だけのお付き合いでした。若さのせいにしてはいけません
が、当時の私は30代前半、とにかく我武者羅で、少々強引な担任でしたね。
今思うと、自分の未熟さが恥ずかしくなりますが、同時に、豊北で過ごした13年間で、先輩・同僚の先生方や生徒の皆さんから、
教師に必要なたくさんのことを教えていただき、そのおかげで何とか定年まで勤めることができました。
　定年退職後は、3年ほど再任用で総合教育センターに勤務しましたが、今年から完全リタイアして、自宅でのんびりとしています。
　皆さんは今、50歳を目前に、それぞれの道で活躍されていることと思います。同窓のネットワークというのは、いつも温かく、心地
よいものです。豊北での懐かしい思い出は、この30年間そうであったように、これからもきっと、皆さんの人生にそっと寄り添い、とき
に道を照らし、導いてくれるのではないかと思います。皆さんが、いつまでも健やかに、ますます活躍されることをお祈りしています。

あれから30年、これから30年
当時：3-1/2-1/1-10 各担任

加藤 清明

当時：3-2 担任

畔栁 敏行 

北高の同窓会長を務める1回生の松山純大さん、
今年から学校長に赴任された白井雅彦さんから

ご挨拶の寄稿をいただきました。

同窓会長
＆学校長の

8ページには全学年時の担任/副担任の現況をまとめていますので併せて一読ください。
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2023年度  第12回卒業30周年記念事業開催のご挨拶

koe
3年時の担任から、2年生や1年生のときにお世話になった当時の

先生より温かいメッセージをいただきました。

恩師たちの
12回生にゆかりのある先生方からのお祝いメッセージ

koe

　30年前、豊田北に赴任して皆さんと出会い、3年間をともに過ごしました。
私の目には皆さんはまぶしく、輝いて映りました。その一方で、こんなに素直
でよい子たちばかりで、世の中でもまれて大丈夫かと心配したほどでした。
が、意外としたたかに、たくましく成長し、今では世の中を背負って立つ世代
として活躍してくれていることを嬉しく思います。折しも吉野源三郎の
『君たちはどう生きるか』を原作とする宮崎駿のアニメが話題になっていま
す。皆さんには入学前の課題図書でしたね。4年前ロシア・ウクライナ・ベラ
ルーシと旅してきました。それが今では・・・。30年間での変化に驚かされます。
　教員生活を閉じようとしている今、12回生と過ごした3年間は未だに
まぶしく輝いています。私の伝えたいことは今も変わりません。これからの
30年も皆さんが平和な社会の担い手であり続けること、12回生の今後にも
期待しています。 



当時：3-6/2-6 各担任、1-7 副担任

村山 裕治
　豊田北高の皆さん、お久し振りです。私の最初の赴任校が北高で、その後
9年間お世話になりました。私にとって懐かしいことこの上ない学校、それが
豊北なのです。
　当時は中国帰国子女受入校にもなっており、私が担当者の1人になりました。
国語の授業の一方で、中国から帰国された方の「子どもたち」の指導に
携わることができたのです。中国残留孤児たちの子女が高校に入る、
そのような時代でした。時代の中に身を置いて働くことができたのは
幸せなことだったと今も感じています。
　さて私も62歳。50歳手前で大きく体調を崩しましたが、何とか持ち
こたえ、命ながらえることができました。今は名古屋駅近くの日本語学校で、
留学生たちに日本語を教えています。学生の国の言葉を少し覚える。学生の
国の料理を一度は食べにいく。これを自分の中のルールと決め、毎日楽しく
仕事をしています。目標は「笑い声」いっぱいの授業です。
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戻れないけれど戻りたい
当時：3-3/2-3/1-7 各担任

河合 龍二
　12回生の皆さんが入学したとき、私は転勤して来ました。それから9年間、
教員としての経験を積ませてもらいました。意気盛んな先輩方と同僚に
囲まれ、刺激を受ける毎日でした。時を経て、校長として2年間過ごし定年退職
をしました。合計11年、豊田北高校でお世話になりました。現在の心持ちで
若かった頃に戻れるなら、もっと違ったやり方があったのにと思います。時を
戻せないので、悔いを次に活かすしかありません。幸いにも、経験を活かせる
場に再就職できました。4月から、愛知学泉短期大学で授業をしています。
　はりぼてマスコットを、今でも作っています。私自身の高校時代も作りました。
豊北教員時代も作りました。教育の成果は、なかなか可視化できません。
はりぼてマスコットは、達成感を味わえます。そこが魅力なのでしょう。
　豊北の思い出がいつもそばにあって、離れられません。

8ページには全学年時の担任/副担任の現況をまとめていますので併せて一読ください。

3年時の担任から、2年生や1年生のときにお世話になった当時の
先生より温かいメッセージをいただきました。

恩師たちの
12回生にゆかりのある先生方からのお祝いメッセージ
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いつも笑顔で元気です
当時：3-9/2-5/1-1 各担任

杉浦 裕文
　12回生の皆さん、卒業30周年おめでとうございます。あなたが、この30年
のあいだに辛いこと、嬉しいこと、様々な経験を積みながらも楽しい毎日
を送っていることを願っています。
　私は科学の原理原則を楽しく学ぶ「仮説実験授業」との出会いを通じて、
楽しい教師人生を送っています。65歳になりましたが、通信制の高校2校
と専門学校で生徒さんと仮説実験授業を楽しんでいます。
　生徒さんには「いつも笑顔で元気です」という私の人生目標を伝えていま
す。人間の行動の根本は「楽しさ」にあります。楽しいことは長続きするし、
その時間は「あっ」という間に過ぎてしまいます。「楽しさ」を追求する毎日
には、嫌なこともありますがトータルとして、「いつも笑顔で元気です」を維持
することができます。この言葉を再確認するとともに、あなたに贈ります。

8ページには全学年時の担任/副担任の現況をまとめていますので併せて一読ください。

3年時の担任から、2年生や1年生のときにお世話になった当時の
先生より温かいメッセージをいただきました。

恩師たちの
12回生にゆかりのある先生方からのお祝いメッセージ
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　12回生の皆さんがお集まりの場に大石剛久が同席できず、残念に思って
いらっしゃる方がいるかもしれません。申し訳ないことです。
　剛久は、平成13年の夏休み、1人で登山を楽しんでいた際に行方不明と
なりました。一緒に登っていても、生物教員の性でしょうか、道から外れて
植物を観察し、虫を追ってなかなか戻らないこともありましたので、そのようなことをしている際に何かが起こったのだろうと
推察されます。既に22年が経ち、未だ行方は知れませんが、大好きな山で静かに眠り、大好きな自然に還り、居心地は悪くないと
思っているような気がします。
　皆さんにお伝えする機会はこの場しかないと思い、寄稿させていただきました。豊北での剛久を思い出して皆さんで笑って
いただければ彼も喜んでいると思います。
　12回生の皆さんがそれぞれの場で活躍されることを陰ながら応援しております。

大石剛久（当時：3-10担任）に代わって

大石 益美

当時：3-8担任

塚田 和博
　北高12回生の皆さん、お久し振りです。そして卒業30周年おめでとう
ございます。
　私は17+3年と2回に分けて20年間北高にお世話になりました。君たちと
出会ったのは、教員になって10年程。それなりに経験を積み、自信もついて
きた頃だと思います。年齢的にも30歳前後、結婚し親になり、家のローンを
背負い始めた時期です。今、振返ると赤面してしまうことが多かった気が
します。若気の至りなのでしょう。君たちも約20年前を振返ると赤面してしま
うことはありませんか。その場その場は真剣であっても、後で振返ると…
ということはあるものですね。いえ、あった方がよいのでしょう。段々でき
なくなるし、選択肢も減ってきますから。
　今君たちは、「若気の至り」に近いことはできますか？そろそろ最後の
機会、年代なのだと思います。私にはもう機会が…。ではまた、どこかで。

当時：3-7/2-8/1-6 各担任

丹村 信治
 　皆さんお久し振りです。頭がスッキリした丹村です。豊田北を新任から
12年、三好を4年、東郷を 12年、猿投農林を9年勤務し、定年を迎えました。
部活動は、三好でカヌーの顧問をした以外はボート部の第1顧問として最後
まで生徒の指導に四苦八苦しながらも、涙が込み上げてくるボート人生を
送ることができました。現在は、東郷高校に再任用教諭として勤務しています。
　実行委員から送られてきたマスゲームの写真を見て当時のエネル
ギッシュだった君たちと自分を思い出しました。当日は私事都合があって
行けませんが、今後ぜひ会いたい人は東郷高校を訪ねてください。
　今後の皆様のご活躍を期待しています。 



後列 ： 深津 清孝　余合 芳江　原田 由美子　藤村すみゑ　前田 秀己　平井 啓郁　野々山 守　平井 隆文　太田     隆　 寺町 敬志

前列 ： 加藤 清明　畔栁 敏行　河合 龍二　　艸田 康則　　杉田 正　　村山 裕治　丹村 信治　塚田 和博　杉浦 裕文　大石 剛久

3年時

学年主任

現在の赴任先や現況など
恩師名
担当クラス

寺町 敬志主任 家業の蓮台寺住職*

加藤 清明
3-1/2-1/1-10

担任 熱田高校*

1 深津 清孝
3-1

副担任 退職

畔栁 敏行
3-2

担任 退職

2 余合 芳江
3-2/2-1/(1-5担任)

副担任 豊田高校

河合 龍二
3-3/2-3/1-7

担任 愛知学泉短期大学准教授*

3 原田 由美子
3-3/2-5

副担任 岩津高校(非常勤講師)

藤村 すみゑ
3-3

副担任 豊田工科高校(非常勤講師)

艸田 康則
3-4/2-2

担任 刈谷工科高校

4 前田 秀己 
3-4

副担任 退職

杉田 正
3-5/2-7/1-8

担任 退職

5 平井 啓郁
3-5/1-6

副担任 猿投農林高校後ブラジルへ

3年時 現在の赴任先や現況など
恩師名
担当クラス
村山 裕治

3-6/2-6/(1-7副担任)
担任 日本語学校講師*

6 野々山 守
3-6

副担任 不詳

丹村 信治
3-7/2-8/1-6

担任 東郷高校*

7 寺町 敬志
3-7,10/2-2,4/1-5,10

副担任 家業の蓮台寺住職*

塚田 和博
3-8

担任 豊田南高校*

8 平井 隆文
3-8

副担任 三好高校*

杉浦 裕文
3-9/2-5/1-1

担任 通信制高校／専門学校講師*

9 太田 隆
3-9

副担任 豊田東高校*

大石 剛久

1、2年時
副担任

3-10
担任 6ページの大石益美先生の

声をご覧ください10 寺町 敬志

鈴木 清司(2-3/1-4) 退職

笠井 規久子(2-6) 不詳

羽佐田 透一(2-7) 安城高校校長

前田 昭弘(2-8) 豊田南高校

奥長 昌久(2-9) ご逝去

高須 和宏(2-10) 不詳

加古 邦博(1-1) 西尾高校

高木 哲(1-2) 退職

服部 邦枝(1-3) 退職

村石 忠之(1-8) 常滑高校

柴田 直子(1-9) 豊田南高校+安城東高校(非常勤講師)

3-7,10/2-2,4/1-5,10
副担任 家業の蓮台寺住職*
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3年時の担任から、2年生や1年生のときにお世話になった当時の
先生より温かいメッセージをいただきました。
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あの日言えなかったこと
（2年4組へ）

当時：2-4担任

安藤 伸也
　誰が最初に言い出したんだろう。卒業式の当日に、前年の2の4クラスで
集まろう、だなんて。一緒に3年生へ進めなかった元担任を励まして
やろう、とでも思ったのか。
　嬉しかった。今、この瞬間、オレより幸せな教師は、東海三県にひとりも
いないだろう、なんて考えて、涙が出そうになった。
　だけど涙は主役である3年生の先生のためのもの。脇役が目立っちゃ
いけない、早く終わらせねば、と、小心者の私は、みんなの気持ちを無駄に
して、あっさり終わってしまった。30年気にしてたんだ。だから、今日言わせ
てくれ。
……20クラスも担任した、なんて話をしていると、一番楽しかったクラスは？なんて訊かれることも何度かあった。その度、
生徒に順番はつけられないよ、と答えてきたが、もういいだろ。本心で言おう。2年4組！お前たちが最高さ！！それもダントツだ！

　私が北高に在職したのは1年間だけでしたが忘れられない思い出が
一杯あります。教員生活最後の担任となってしまいましたが充実した毎日
でした。夏休みに行った家庭訪問では保護者や生徒と心温まる交流が
あり「北高に来て本当によかった」と思ったものです。
　部活動では吹奏楽部で休日返上で毎日練習していたと思います。音楽室の据え付け机を練習の邪魔になるからと勝手に撤去
して事務長から始末書を書かされたり、吹奏楽選抜バンドをデトロイトに派遣させるために動きまわりあちこちでトラブルを
起こしていました。今思うとかなりの暴走教員だったと思います。
　私は現在74歳です。2度のガン手術を経験しましたが、その度に卒業生に励まされて元気をいただきました。皆さんは社会の
中堅として活躍されていると思います。まだまだ人生は長く続きます。これからも皆さんの活躍があることを願ってやみません。
　頑張ってください。

当時：1-3担任 

深津 和則

　お久し振りです。卒業30周年記念事業の開催おめでとうございます。
皆さんの卒業アルバムを懐かしく眺めています。この年齢まで本当に色々
あったのでしょうが、それぞれにしっかり生きてこられたのでしょうね。
　私が皆さんと出会ったのは教員4年目、豊野高校から転勤した年でした。
皆さんを送り出したあと私も7年後に異動して豊田東→松平→再度豊田
北と勤務し、今は豊田高校で3年生を担任しています。豊北12回生の1年5組
をスタ－トとして、23クラス目です。時々親御さんが豊北の卒業生、と言う
生徒がいて「ドキッ」とします。
　最後になりましたが、皆さんがこれからも楽しい時間を過ごされます
ようお祈りしております。どうかお元気で！

当時：3-2/2-1 各副担任、1-5担任

余合 芳江

1、2年時担任

安藤 伸也(2-4) 退職

杉野 智也(2-9) 刈谷北高校 (非常勤講師)*

渥美 文昭(2-10/1-9) 退職

星山 浩孝(1-2) 地元大阪へ転居

深津 和則(1-3) 中京高校／刈谷高校(部活動委託教諭)

塩野 拡久(1-4) 不詳

＊退職後、再任や非常勤、講師など       ※愛知県教育委員会などの協力のもと作成(情報に不備がありましたら慎んでお詫び申し上げます)
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　卒業アルバムから蘇るのは、友人や恩師から贈られた「声」。それが本記念事業の原点です。
　本同窓会報「2023 声 ～こえ～」は、学舎でともに過ごした恩師や友人の「懐かしい声」や、未来をともに
築く「希望の声」を綴りました。
　記念事業は「また一緒に文化祭を創ろう」という想いのもと、恩師や同窓生との世代を超えた交流は
もちろん、恩師が奏でる再現授業の「声」を通じ、過去と未来が繋がる奇跡を皆様にお届けします。それは
多彩なアイデアと実行力を重ね築いた奇跡。お力添えくださった同窓会会員や恩師、現校長・職員の皆様、
ご協賛の皆様、そしてともに歩んだクラス委員や実行委員の皆様へ感謝と敬意を表します。
　私たちの願いは、豊田北高で再会し、想いをわかち合い、絆をより深めること。そして未来への希望を胸に、
誇り高き豊田北高同窓生としてともに歩み続けることです。この想いを込めた同窓会報と記念事業は、
私たちにとって尊い「第2の卒業アルバム」です。

2023年11月26日 （日） 10:00～ (受付9：00)日　時

豊田北高等学校体育館場　所

2,000円 (記念品/軽食あり) ※駐車場は豊田北高と指定駐車場を用意いたします　 (詳細は豊田北高等学校同窓会ホームページにて)
参加費

※アンケートの回答内容は豊田北高等学校同窓会に帰属し、同窓会事業のみに利用いたします
※第1部＆2部と第3部の両方に「参加」 or 「不参加」の選択肢がございますので、それぞれどちらかを選んでください

締切：10月20日(金)まで
右記のQRコードを読み取り、各項目の回答をお願いいたします。 他回生の方々は右記QRコードの豊田北高等学校同窓会ホームページ内

にある「行事のご案内」から申し込みください。

第 1部 定期総会  10：00 ～ 10：30

第 2 部 卒業 30周年記念事業 ～懐かし授業～  10:45 ～ 14:20

第 3 部 12 回生懇親会 ～課外授業～  16：00 ～ 18：00（受付 15:30）

実行委員長挨拶
恩師挨拶
ご協賛紹介
懐かし授業
1限目:塚田和博先生（数学）
懐かし授業
2限目:安藤伸也先生 （音楽 / ライブ）
歓談 / 軽食
第1回生還暦セレモニー
懐かし授業
3限目:河合龍二先生 （国語）
懐かし写真スライドショー
校歌斉唱 （伴奏:辻野粋規 / 12回生・3-5）
閉会の言葉
屋上からの記念写真撮影

富士屋GRIL＆BAR 豊田駅前店（ T-FACE 11階 ） 6,000円

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

TPIC.01 第1回生還暦セレモニー
松山同窓会長の寄稿文にも書かれているように（3ページ参照）、今年で還暦を
迎える1回生を皆でお祝いします。今回から初めて行われる催しです。

TPIC.03 屋上からの記念写真撮影
12回生の卒業アルバムに載っている全体写真(表紙参照)を再現します。撮影
は、当時も担当されていた稲垣写真館さんです。

TPIC.02 懐かし授業
12回生の担任を受け持った3名の先生が登場します。塚田先生と河合先生の授
業は、人生の折り返し地点を迎える12回生らに向けて、それぞれの担当教科と
結び付けながら授業を再現していただきます。安藤先生は英語の担当でした
が、当時の授業でもザ・ビートルズの英語詞を教材にしたり文化祭ではギター
を披露するなど無類の音楽好きでしたね。今はパーキンソン病を患いながらも
音や ぺんぎん食堂(豊田市北篠平町)でライブを行っています。

卒業30周年記念事業のあとは、12回生のみの参加となる「懇親会」が開催されます。久し振りに母校を訪れて喚起された懐かしい想い出を肴に、
あの頃の、今の、これからの話を同級生と一緒に語り合いましょう。会場は豊田市駅前なのでアクセス良好、豊田北高からでも充分歩いていける距離です。
しかもT-FACEの最上階にありますので（当時は回転レストランでした）、きれいな夕暮れを眺めながら楽しいひとときが過ごせます。

場 所 参加費

「結局、記念事業って何やるの？」という方々が多いと思いますが、第1部の「定期総会」は豊田北高同窓会による総会で、
第2部の「記念事業」は12回生を中心としたメモリアルなイベントとなります。
もちろん、第1部&2部には卒業生や在校生も参加が可能です。ただし、今回の第3部の「懇親会」については12回生のみ
が対象となります。ここでは、卒業30周年を迎える12回生に関連した第2部と第3部について詳しく紹介していきます。

第12回卒業30周年
記念事業の全貌はこちら！

卒業30周年記念事業 実行委員長 （12回生・3-10）伊藤 秀俊

第1部「定期総会」＆第2部「卒業30周年記念事業」と第3部「懇親会」の申し込み方法
■12回生対象

第1部「定期総会」＆第2部「卒業30周年記念事業」の申し込み方法
■他回生対象

参加者への記念品は中泉商店(中泉英子 / 12回生・3-7)が販売元の純米酒『三河物語 松平郷』の北高12回生特製仕様を、
恩師へのお礼品には愛米味の西川店(西川和男 / 12回生・3-2)が販売しているお米などを用意しております。
軽食は、だるま(田中伸治 / 12回生・3-10)より提供いたします。

塚田和博先生 安藤伸也先生 河合龍二先生

第2の卒業アルバム

まずは実行委員長

からご挨拶

12回生を対象に、卒業30周年記念事業に関する情報などを随時更新中です。
ぜひご参加ください！

12回生のみの「LINEオープンチャット」のご案内



河合龍二先生
突撃インタビュー
12回生の各学年で担任を受け持ち、2021年度から豊田北高校の校長を2年間務めた河合龍二先生。
当時の懐かしいエピソードや校長になってからの教育現場のことなど、
北高にまつわる興味深い話を聞くことができました。

i n t e r v i e w

12回生：まず、長年の教員生活お疲れさまでした。改めてこれまで
を振り返ってみて、今の率直な心境を教えてください。

河　合：ありがたいことに北高の校長で定年を迎えたのだけど、
教員になりたての頃は校長になるなんて思ってもいな
かった。結局加茂丘、南高、北高の順で7年も校長をやった
んだよね。この7年間というのはやっぱり緊張の連続で、
寝るときもずっと携帯をそばに置いててね、いつ鳴っても
電話を取れるように。だから今はとても気が楽。

12回生：北高にはトータルで何年勤務されたんですか？
河　合：12回生のみんなと出会ったのは衣台から北高に赴任して

初めての年で、1年7組だったね。それから9年北高の教壇
に立って、校長は2021年～2022年度の2年間だから全部で
11年。教員生活全体でいうと北高と加茂丘がそれぞれ11年
で最長。愛着あるね。

12回生：今は何をされているんですか？
河　合：今年の4月から愛知学泉短期大学で働いてて、肩書は

准教授。国語と教育関係を教えてる。
12回生：そこではどういった授業を？
河　合：例えば、幼児教育学科では文章表現とコミュニケーション

などで、図書館司書を目指す生徒には学校教育概論や
生涯学習概論を担当してる。担任やゼミもあって受け
持ちは1年生が10人、2年生が9人。

12回生：では、私たちを受け持ったときのことをお聞きしたいので、
記憶を当時まで戻していただきたいのですが。

河　合：よし、思い出そう。
12回生：北高に赴任して私たちと出会ったのは何歳だったの

ですか？
河　合：23歳から教員を始めて5年間衣台にいたし、みんなと

12歳年齢が違うのだよね、同じ寅年だから。そうすると
28歳のときだね。

12回生：その当時、北高にはどんなイメージを持っていましたか？
河　合：その頃は世の中全体からすると荒れていた時代だった

んだよね。みんなも覚えがあるでしょ？これを教育史では
「詰め込み教育の時代」と言って、落ちこぼれという言葉
もあってさ。とにかく大学進学へ向けて、何でもかんでも
効率よく教え込んで、それに追いつけない生徒は落伍者と
なってしまう。それで、大学に入れないと就職先も限られて
いたし、レールは1本だったと。だけど、北高はそういう
感じではないだろうなと思っていたし、実際に生真面目な
生徒がたくさんいるなって感じた。各中学校からリー
ダーになり得る子たちが集まってるなと。あと、打てば響く
子供たちが多かったから、それは喜びだったね。ただ、
今の時代と比較してしまうと、先生の仕事量は多かったよ。
先生たちが頑張ればその分だけ生徒がやる気になって
ついてきてくれるっていう雰囲気だったから、先生方は
すごく働くわけだ。だから自分も刺激を受けてね、もう
やらざるを得ないって状況だったしやりがいがあった
から余計に仕事をしちゃう。なかには今はもうない仕事
もあってさ。当時は家庭訪問や学習合宿とかあったよね。

それ以外もたくさんあったから、今の若い教員からする
と完全にブラックだよね。

12回生：当時の授業について話を伺いたいのですが、どのような
ことを念頭に置いて教えていたのですか？

河　合：それは現在の私にも繋がってくるのだけど、じゃあ喋っ
ちゃうよ、2時間くらい(笑)。当時の北高はね、「地域からの
期待に応えるにはどうしたらいいか？」っていう命題が
あった。じゃあ期待って何かっていうと、やっぱり進学実績
になってしまうわけで、大学に何人進学させられるか、
それも国公立に何人の合格者を出せるかっていうことが
とても重要だった。で、そんな状況での授業はというと、
やっぱり大学受験へ向けたような授業になっちゃうん
だね。国語でいうと、ひとつの学年を4人ぐらいで受け
持つわけだ。だから自分勝手な授業はできなくて、同じ
ペースで進めていかなくちゃいけないし、4人集まって
成績を出すには同じテスト問題にしないといけない。

12回生：とても興味深い話になってきました。
河　合：模擬試験もあって、「その日までにはここまで教えて

おかなければいけない」っていう縛りがあったから、自由な
授業方法の裁量はほぼなかった。そうすると結局、「北高
の教員は交換可能な駒のひとつなのかな？」って思えて
しまうこともあってね。

12回生：それって高校の方針だったんですか？
河　合：やっぱり大学進学率を上げないと地域の方々から見放さ

れてしまう。親もそれを期待して「北高に入学させたのだ
ろう」という推測のもとでね。あとは、「北高は落ちたね」と
か卒業生に言われるのも避けたいじゃない？ということ
で、これまでずっとそれに関しては保ってきたんだよね。
そういった状況のなかで私は何をしたかっていうと、
重要事項や文法を教えて、単語を覚えさせて「はい、おし
まい」ではなくて、その裏側にはどういった意味や関連が
あるのかということをプラスαとして昔話や民話を導入
した。これは他の先生はやってなかったことで、そこに
自分の存在価値を見つけようとしたんだね。　

12回生：中原中也の『サーカス』の授業のときの、「ゆあーん、
ゆよーん、ゆやゆよん」を思い出しました！

河　合：そうそう、あれはオノマトペ、擬声語のね。中原中也の
目から見える世界をいかに文字にして表現するかって
考えた結果、そうなったんだよね。あと、少年が下駄を
盗んだらおっ母が褒めてくれたから泥棒を繰り返したっ
ていう話とか。

12回生：古文の授業で、昔の男女の恋愛話を男子クラスでは
生 し々く話してたって聞いたことがあります(笑)。

河　合：いろいろ計算してる(笑)。
12回生：では校長時代の話を聞かせてください。北高に校長と

して戻ってきたとき、学校の雰囲気や生徒の印象はどう
でしたか？

河　合：校長になってからは、時代が急激に変わっていくもん
だから「世の中に合わせなくちゃいけない」っていう考え
で学校を運営してきた。そういった経験を積んで北高に
戻ってきたのだけど、「自分の意識の方が変わったんだ
な」って再認識したかな。例えば加茂丘のときのことを

例にあげると、英語の授業でペアワークやグループ
ワークを取り入れたんだけど、「加茂丘の魅力を外国から
来た留学生に伝えましょう」っていうお題を与えて授業
したりとか。そういうことを繰り返していくと、3年生のときに
ディベートができるようになる。「今日は環境問題に
ついて」っていうテーマを与えても賛成派と反対派に
分かれて、しっかりと英語で議論するんだよね。

12回生：南高ではどうでしたか？
河　合：豊田南はデジタルを利用したＩＣＴ教育がかなり進んで

いて、すごく刺激があった。例えば英語の授業のときに、
「今、インドネシアの看護師さんとオンラインで繋がって
います。医療について質問しましょう」ってリアルタイム
でやったり、「ウクライナから避難してきた子がポーランド
にいます」とかね。だから、北高へ校長として赴任した
ときに感じたのは、北高は信念や伝統をずっと貫いてき
たんだなって思った。

12回生：高校によって教育方針というのは様々なんですね。
河　合：もちろん素晴らしい先生方が集まっているから、もう少し

時代に則した運営をすればもっとよくなるだろうって
思ってね。でも定年まであと2年しかなかったから、3年
いたらもっと変えられると思いながらも何をやったかと
いうと、これまで朝も土曜日も実施していた補習を生徒
の選択制にした。すぐに変更はできないから、1年目に
準備して、2年目に色 と々種を蒔いて調整して、今年度から
本格的に始まったの。

12回生：ちゃんとやる子とやらない子のあいだで学力の差が出て
しまわないですか？

河　合：それについては、「生徒には『君はどうしたいのか？』って
いうことを必ず問いかけてくださいね」って、ずっと先生
方には言い続けてきてね。

12回生：北高は学校全体の日程も変わりましたが、それにも
関わってますか？

河　合：そう。中間や期末、学年末と定期テストが5回あるんだけ
ど、当たり前に思うじゃない？それを4回に変えてね。でも
その裏側には色々とあって、まずは教員の働き方改革。
昔ながらの働き方をしていたら先生全員潰れてしまう
だろうし、今は子育て支援が充実しているから、育児休業
や部分休業が取りやすい時代になっているのだけど、
そうすると朝から夜まで学校にいられる担任の先生の
数が足らなくなってしまうことも多々あってね。という
働き方改革が一方にありながら、もうひとつは成績に
関する観点別評価という評価方法の導入。昔は定期

テストの点数と、ノートの提出や小テストで何点取ったか
とかを評価する平常点のふたつで成績をつけていた。
今はね、令和の日本型教育というのがあって、1時間くらい
かかるけどいい？

12回生：コンパクトにお願いします(笑)。
河　合：令和の日本型教育のなかの評価方法というのは、これから

の時代において3つの観点が必要だと。まずは知識や
技能、次に思考、判断、表現。そして主体的に学習に取り
組む態度人間性で、この3つを必ず評価しなさいっていう
考え方。知識や技能はテストで評価できるし、思考や判断、
表現に関しても頭を使わなきゃ解けない記述問題を
出せばよい。3つ目の主体的に学習に取り組む態度と
いうのは「粘り強く取り組むこと」と「自らの学習を調整
すること」のふたつのポイントがあって、この両方をちゃん
と評価しなさいよと。小・中学校ではすでに導入されて
いるんだけど、高校は2022年度から取り入れていて、
今年で2年目なんだよね。

12回生：先生の授業の取り組み方も変わってきますね。
河　合：それに、1学期の終わりなんてさ、期末テストが7月上旬に

終わって、そのあとに主体性を評価しなくちゃいけない。
で、その10日後には保護者会があるってなると、教員は
結構大変なのね。だから、通知表をつけるのも、1学期、
2学期、3学期ごとではなくて、最初は9月下旬くらい、2回の
定期考査後に通知表をつけることにして、イメージ的
には2学期制にしたんだよね。そうすると、通知表をつける
手間も省けるし、観点別評価もしっかりできる。観点別
評価って何をやるのかというと、例えば国語ではポート
フォリオね。毎回授業ノートを書かせて、振り返りも
書かせて、次の授業はこう取り組みたいとポートフォリオ
で貯めさせてね、具体的にどう取り組んだか、自分の学習
をどう調整したかを評価する。日頃の態度とそのポート
フォリオで、実際にこの子は頑張って変化してるなって
いうのを測るとかね。

12回生：生徒が自分のポートフォリオを作るんですか？
河　合：そう。それを蓄積させて先生が評価する。定期テストを

やって成績返しておしまいではなくてね。例えばそういう
やり方もある。

12回生：私たちの頃とは全然違いますね。
河　合：でもね、今はそういう時代だけれど大学入試が変わら

ないので、「高校の教育も変わらなくていい」っていう意見
もあるんだよね。ただ、これからはそうじゃなくて総合型
選抜(AO入試)も視野に入れなくちゃいけない。様々な

大学では、大学入学共通テストを受けて入学した学生は
どちらかというと知識中心の子が多く、思考、判断、表現
力がどれだけあるのかわからないと。結果的にそういう
学生は学力の成長が芳しくない傾向にあると分析して、
大学の教授が自分たちの研究の後継者を選ぶために
総合型選抜を導入している。この総合型選抜は9月以降
から始まっちゃうんだけどね。一番有名な例を挙げると
お茶の水大学。これだけの点数がある人はみんな応募
してください。で、どんな入試をやるかというと、ペーパー
テストじゃないんだよね。文系は図書館へ、理系は実験室
へ行ってください。ここにあるものを全部使っていい
ので、1日かけて自分の課題を見つけて発表してくだ
さいと。もう、成績が最重要ではなくて、そこでの課題発見
と解決力。令和の日本型教育だ。そういう学生が自分たち
の研究を受け継いでくれる。本当に優秀な子を選ぶため
にね。そういう意味で、大学が総合型選抜を使うっていう
時代になってきた。とにかく大学に入ればいいんだって
いう発想はもうダメなんだよね。だから、北高には「今後
は総合型選抜もちゃんと考えなさいね」って言い残して
きた。

12回生：主体性という意味では今の話と少しリンクするかも
しれないのですが、河合先生が北高の校長に赴任された
ときに体育大会のマスコット作りを復活させたと伺った
のですが。

河　合：実はコロナ禍で2年間はやってなかった。それに加えて
「今時竹の細工ができる子はいませんし、なたの使い方
も知りませんよ。ケガをしたらどうするんですか？ゴミの
処理は？」っていう雰囲気が教員のなかにあったの。
「でももう復活させたから続けてよ」って言って今年の
3月に北高を去ってきた。

12回生：確かに最初は難しかったけど、学年が上がるたびに上達
していった記憶があります。

河　合：今の生徒でも、なたの使い方や細工の仕方とかを教えて
あげればちゃんとやれるんだよね。で、その一歩を踏み
出すためにどうしたらいいかと考えた結果、「竹は私が
全部用意します。台風で飛ばされないように校舎内でも
作れる1ｍ50ｃｍまでの大きさにしましょう。そうすれば
ゴミも減るでしょう。小さければお店にもらってもらえる
確率も上がりますよね」っていうことで、今年から復活
したんだよね。あと、見本としてマスコットのサンプルが
ないといけないから、去年、生徒から有志を募って一緒に
グランパスくんを作ったんだよ。11月の記念事業に持って
いくよ。

12回生：マスコット愛がハンパないですね。
河　合：だから、ちゃんと先生たちとも話し合ってね。「熱中症は

どうするんですか？ 9月にこれをやっていて受験に間に
合うんですか？」とか。体育大会の時期は昔と一緒だし、
体育大会が終わったら区切りをつけさせてみんなで
受験モードに向かわせましょうと。途中で総合型選抜が
始まるけど、それに相応しい生徒はどんどん応募して
あげましょうって感じで。あと、校長としてことあるごとに、
PTAの役員にも「マスコット作りは生徒にとってとても

いい経験になりますよ。北高にはそういう伝統があり
ましてね」って宣伝してた。

12回生：そういえば河合先生は最初の北高赴任時にハンド
ボールの同好会を作ったじゃないですか。それから正式
な部になりましたけど、そのときはどうでしたか？

河　合：それに関しては色々と言いよどむものがあってね。昔の
ことだから許してなんてことはないけれど、練習中とかに
檄というか罵声を浴びせてしまったこととかね。世の中
理不尽なことがいっぱいあるわけだから、この程度の
理不尽は耐えなきゃだめなんだみたいな……当時の部活
ではよく見かけた風景で自分もそれに乗っかってしまった
節はあるから、今でも振り返ると心が痛みます。

12回生：でもそれが普通の時代でしたから。
河　合：あと、私の立場から言うと、1994年にわかしゃち国体が

あって、ハンドボールの会場が豊田市体育館だった。
豊田市ハンドボール協会からすると、大会の補助員や
練習会場が必要で、「会場から北高が一番近いから、ハンド
ボール部を作ってもらおう」っていう話が挙がって。協会
の会長も「ぜひハンドボール部の立ち上げをお願い
します」って当時の校長に挨拶しに行ったりしてて。
そんな状況のときに私が北高に異動したもんだから、
最初は剣道部の顧問と並行してまずは同好会から
スタートした。もちろん自分がハンドボールを好きって
いうのもあったよ。あと、国語科だよりっていうのを生徒
に配布していたんだけど、記事の半分はハンドボールの
ことを書いてね。私の戦略だったんだけど、そうしたらさ、
部員が集まりすぎちゃって。

12回生：最初は結構な人数がいましたよね。
河　合：君たちの学年が最初の部員になったんだけど、60人くらい

集まったからね。なかには運動が優秀な子もいたから、
他の部からすると「あんたが余計なことしなければ」って
思われていたかもね。練習場所さえなかったから。

12回生：河川敷で練習してませんでしたか？
河　合：プール裏に工場があって、それを越えたところの河川敷

で練習してた。もちろんゴールなんてないから土手に
向かってシュート練習したりね。夏休みは朝5時半から
7時半くらいまでグラウンドを使わせてもらって、練習後
にはプールに入って汗を流してね。そのあと補習を
やって午前中には帰れる。時間も有効に使えるし、これは
人気出るよね。

12回生：その翌年に正式な部になったんですか？
河　合：そう。生徒に怪我があっちゃいかんってことで、当時

ものすごく理解のあった杉本猛先生の尽力もあって部に
昇格できたんだよね。でも部活動の予算なんてないから
ユニフォームもなかったし、靴も体育館シューズ。で、
いよいよ試合に出られるとなったときに、やっぱり勝ち
たいから段々と私の本性が出てしまって、厳しくなって
いっちゃってね。結局、残ったのは15人くらいかな。今思
えばもっと違うやり方もあったのだろうけど、その当時の
自分はそれが精一杯だった。だから嫌な思いをしてハンド
ボール部を辞めていった子はきっとたくさんいるんだろう
なと思って。11月に再会したときにその恨み節を聞くん

じゃないかな。
12回生：今もハンドボール部ってあるんですか？
河　合：男女ともにあって、嬉しいことにまだ続いているんだね。

初代部員の12回生の松田剛紀は、今は杜若高校の
ハンドボール部で監督をしている。

12回生：河合先生が蒔いた種が実になって、また下の世代にも
受け継がれていますね。

河　合：北高の校長になったとき、高体連ハンドボール部専門部
というのがあって、私はそこの部長だった。その頃の杜若
はというと愛知県で3位になってね、全国大会出場が
決まった。彼にも「北高時代は土手に向かってシュート
練習してたのに、こんな立派な監督になって全国大会へ
行っちゃうなんて」って言ってたら新型コロナで大会が
中止に。北高ハンドボール部のことを語ると、よい面と
悔いの残る面の両方があるんだよね。

12回生：とても関心が高まる話がたくさん聞けました。それでは
最後に、50歳を目前にした12回生に向けてメッセージを
お願いします。

河　合：「人生100年時代」っていうのは、もう案外実感できるん
だよね。私の周りには100歳の方がいるし、うちの母親も
90歳なんだけど畑仕事してる。自分が若い頃、60歳って
いったら「お爺ちゃん、お婆ちゃん」って思ってたのと同じ
ように、12回生のみんなが高校時代に48～49歳の人を
見たら「いい壮年だなぁ」って感じてたよね。そして今の
我々はというと60歳、48～49歳なんだけど、「人生100年
時代」のことを考えるとやっぱりまだまだだよね。私は
定年というひとつの区切りができたから振り返りはひと
まず済ませちゃってるんだけど、みんなはまったくその
必要はない。やりたいようにどんどん突っ走ればいいん
じゃないの、次の区切りは60歳なんじゃないって思うん
だよね。だから受けにまわらず、弱気にならず、やりたい
ことをやればいいんじゃないかな。そして、次の10年の夢
をこれから語ればいいと思う。みんなはね、老け込む
必要なんてないから、何か新しい目標を見つけてほしい
なと思うよ。

12回生：そうですね、11月の卒業30周年記念事業が、そういう
今後の夢や目標について旧友と話せる場となったらいいな
と思います。貴重なお話ありがとうございました！

11 12

12回生のみんな、
卒業30周年おめでとう。
今は「人生100年時代」、
まだまだこれからだよ！特別企画！
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12回生：まず、長年の教員生活お疲れさまでした。改めてこれまで
を振り返ってみて、今の率直な心境を教えてください。

河　合：ありがたいことに北高の校長で定年を迎えたのだけど、
教員になりたての頃は校長になるなんて思ってもいな
かった。結局加茂丘、南高、北高の順で7年も校長をやった
んだよね。この7年間というのはやっぱり緊張の連続で、
寝るときもずっと携帯をそばに置いててね、いつ鳴っても
電話を取れるように。だから今はとても気が楽。

12回生：北高にはトータルで何年勤務されたんですか？
河　合：12回生のみんなと出会ったのは衣台から北高に赴任して

初めての年で、1年7組だったね。それから9年北高の教壇
に立って、校長は2021年～2022年度の2年間だから全部で
11年。教員生活全体でいうと北高と加茂丘がそれぞれ11年
で最長。愛着あるね。

12回生：今は何をされているんですか？
河　合：今年の4月から愛知学泉短期大学で働いてて、肩書は

准教授。国語と教育関係を教えてる。
12回生：そこではどういった授業を？
河　合：例えば、幼児教育学科では文章表現とコミュニケーション

などで、図書館司書を目指す生徒には学校教育概論や
生涯学習概論を担当してる。担任やゼミもあって受け
持ちは1年生が10人、2年生が9人。

12回生：では、私たちを受け持ったときのことをお聞きしたいので、
記憶を当時まで戻していただきたいのですが。

河　合：よし、思い出そう。
12回生：北高に赴任して私たちと出会ったのは何歳だったの

ですか？
河　合：23歳から教員を始めて5年間衣台にいたし、みんなと

12歳年齢が違うのだよね、同じ寅年だから。そうすると
28歳のときだね。

12回生：その当時、北高にはどんなイメージを持っていましたか？
河　合：その頃は世の中全体からすると荒れていた時代だった

んだよね。みんなも覚えがあるでしょ？これを教育史では
「詰め込み教育の時代」と言って、落ちこぼれという言葉
もあってさ。とにかく大学進学へ向けて、何でもかんでも
効率よく教え込んで、それに追いつけない生徒は落伍者と
なってしまう。それで、大学に入れないと就職先も限られて
いたし、レールは1本だったと。だけど、北高はそういう
感じではないだろうなと思っていたし、実際に生真面目な
生徒がたくさんいるなって感じた。各中学校からリー
ダーになり得る子たちが集まってるなと。あと、打てば響く
子供たちが多かったから、それは喜びだったね。ただ、
今の時代と比較してしまうと、先生の仕事量は多かったよ。
先生たちが頑張ればその分だけ生徒がやる気になって
ついてきてくれるっていう雰囲気だったから、先生方は
すごく働くわけだ。だから自分も刺激を受けてね、もう
やらざるを得ないって状況だったしやりがいがあった
から余計に仕事をしちゃう。なかには今はもうない仕事
もあってさ。当時は家庭訪問や学習合宿とかあったよね。

それ以外もたくさんあったから、今の若い教員からする
と完全にブラックだよね。

12回生：当時の授業について話を伺いたいのですが、どのような
ことを念頭に置いて教えていたのですか？

河　合：それは現在の私にも繋がってくるのだけど、じゃあ喋っ
ちゃうよ、2時間くらい(笑)。当時の北高はね、「地域からの
期待に応えるにはどうしたらいいか？」っていう命題が
あった。じゃあ期待って何かっていうと、やっぱり進学実績
になってしまうわけで、大学に何人進学させられるか、
それも国公立に何人の合格者を出せるかっていうことが
とても重要だった。で、そんな状況での授業はというと、
やっぱり大学受験へ向けたような授業になっちゃうん
だね。国語でいうと、ひとつの学年を4人ぐらいで受け
持つわけだ。だから自分勝手な授業はできなくて、同じ
ペースで進めていかなくちゃいけないし、4人集まって
成績を出すには同じテスト問題にしないといけない。

12回生：とても興味深い話になってきました。
河　合：模擬試験もあって、「その日までにはここまで教えて

おかなければいけない」っていう縛りがあったから、自由な
授業方法の裁量はほぼなかった。そうすると結局、「北高
の教員は交換可能な駒のひとつなのかな？」って思えて
しまうこともあってね。

12回生：それって高校の方針だったんですか？
河　合：やっぱり大学進学率を上げないと地域の方々から見放さ

れてしまう。親もそれを期待して「北高に入学させたのだ
ろう」という推測のもとでね。あとは、「北高は落ちたね」と
か卒業生に言われるのも避けたいじゃない？ということ
で、これまでずっとそれに関しては保ってきたんだよね。
そういった状況のなかで私は何をしたかっていうと、
重要事項や文法を教えて、単語を覚えさせて「はい、おし
まい」ではなくて、その裏側にはどういった意味や関連が
あるのかということをプラスαとして昔話や民話を導入
した。これは他の先生はやってなかったことで、そこに
自分の存在価値を見つけようとしたんだね。　

12回生：中原中也の『サーカス』の授業のときの、「ゆあーん、
ゆよーん、ゆやゆよん」を思い出しました！

河　合：そうそう、あれはオノマトペ、擬声語のね。中原中也の
目から見える世界をいかに文字にして表現するかって
考えた結果、そうなったんだよね。あと、少年が下駄を
盗んだらおっ母が褒めてくれたから泥棒を繰り返したっ
ていう話とか。

12回生：古文の授業で、昔の男女の恋愛話を男子クラスでは
生 し々く話してたって聞いたことがあります(笑)。

河　合：いろいろ計算してる(笑)。
12回生：では校長時代の話を聞かせてください。北高に校長と

して戻ってきたとき、学校の雰囲気や生徒の印象はどう
でしたか？

河　合：校長になってからは、時代が急激に変わっていくもん
だから「世の中に合わせなくちゃいけない」っていう考え
で学校を運営してきた。そういった経験を積んで北高に
戻ってきたのだけど、「自分の意識の方が変わったんだ
な」って再認識したかな。例えば加茂丘のときのことを

例にあげると、英語の授業でペアワークやグループ
ワークを取り入れたんだけど、「加茂丘の魅力を外国から
来た留学生に伝えましょう」っていうお題を与えて授業
したりとか。そういうことを繰り返していくと、3年生のときに
ディベートができるようになる。「今日は環境問題に
ついて」っていうテーマを与えても賛成派と反対派に
分かれて、しっかりと英語で議論するんだよね。

12回生：南高ではどうでしたか？
河　合：豊田南はデジタルを利用したＩＣＴ教育がかなり進んで

いて、すごく刺激があった。例えば英語の授業のときに、
「今、インドネシアの看護師さんとオンラインで繋がって
います。医療について質問しましょう」ってリアルタイム
でやったり、「ウクライナから避難してきた子がポーランド
にいます」とかね。だから、北高へ校長として赴任した
ときに感じたのは、北高は信念や伝統をずっと貫いてき
たんだなって思った。

12回生：高校によって教育方針というのは様々なんですね。
河　合：もちろん素晴らしい先生方が集まっているから、もう少し

時代に則した運営をすればもっとよくなるだろうって
思ってね。でも定年まであと2年しかなかったから、3年
いたらもっと変えられると思いながらも何をやったかと
いうと、これまで朝も土曜日も実施していた補習を生徒
の選択制にした。すぐに変更はできないから、1年目に
準備して、2年目に色 と々種を蒔いて調整して、今年度から
本格的に始まったの。

12回生：ちゃんとやる子とやらない子のあいだで学力の差が出て
しまわないですか？

河　合：それについては、「生徒には『君はどうしたいのか？』って
いうことを必ず問いかけてくださいね」って、ずっと先生
方には言い続けてきてね。

12回生：北高は学校全体の日程も変わりましたが、それにも
関わってますか？

河　合：そう。中間や期末、学年末と定期テストが5回あるんだけ
ど、当たり前に思うじゃない？それを4回に変えてね。でも
その裏側には色々とあって、まずは教員の働き方改革。
昔ながらの働き方をしていたら先生全員潰れてしまう
だろうし、今は子育て支援が充実しているから、育児休業
や部分休業が取りやすい時代になっているのだけど、
そうすると朝から夜まで学校にいられる担任の先生の
数が足らなくなってしまうことも多々あってね。という
働き方改革が一方にありながら、もうひとつは成績に
関する観点別評価という評価方法の導入。昔は定期

テストの点数と、ノートの提出や小テストで何点取ったか
とかを評価する平常点のふたつで成績をつけていた。
今はね、令和の日本型教育というのがあって、1時間くらい
かかるけどいい？

12回生：コンパクトにお願いします(笑)。
河　合：令和の日本型教育のなかの評価方法というのは、これから

の時代において3つの観点が必要だと。まずは知識や
技能、次に思考、判断、表現。そして主体的に学習に取り
組む態度人間性で、この3つを必ず評価しなさいっていう
考え方。知識や技能はテストで評価できるし、思考や判断、
表現に関しても頭を使わなきゃ解けない記述問題を
出せばよい。3つ目の主体的に学習に取り組む態度と
いうのは「粘り強く取り組むこと」と「自らの学習を調整
すること」のふたつのポイントがあって、この両方をちゃん
と評価しなさいよと。小・中学校ではすでに導入されて
いるんだけど、高校は2022年度から取り入れていて、
今年で2年目なんだよね。

12回生：先生の授業の取り組み方も変わってきますね。
河　合：それに、1学期の終わりなんてさ、期末テストが7月上旬に

終わって、そのあとに主体性を評価しなくちゃいけない。
で、その10日後には保護者会があるってなると、教員は
結構大変なのね。だから、通知表をつけるのも、1学期、
2学期、3学期ごとではなくて、最初は9月下旬くらい、2回の
定期考査後に通知表をつけることにして、イメージ的
には2学期制にしたんだよね。そうすると、通知表をつける
手間も省けるし、観点別評価もしっかりできる。観点別
評価って何をやるのかというと、例えば国語ではポート
フォリオね。毎回授業ノートを書かせて、振り返りも
書かせて、次の授業はこう取り組みたいとポートフォリオ
で貯めさせてね、具体的にどう取り組んだか、自分の学習
をどう調整したかを評価する。日頃の態度とそのポート
フォリオで、実際にこの子は頑張って変化してるなって
いうのを測るとかね。

12回生：生徒が自分のポートフォリオを作るんですか？
河　合：そう。それを蓄積させて先生が評価する。定期テストを

やって成績返しておしまいではなくてね。例えばそういう
やり方もある。

12回生：私たちの頃とは全然違いますね。
河　合：でもね、今はそういう時代だけれど大学入試が変わら

ないので、「高校の教育も変わらなくていい」っていう意見
もあるんだよね。ただ、これからはそうじゃなくて総合型
選抜(AO入試)も視野に入れなくちゃいけない。様々な

大学では、大学入学共通テストを受けて入学した学生は
どちらかというと知識中心の子が多く、思考、判断、表現
力がどれだけあるのかわからないと。結果的にそういう
学生は学力の成長が芳しくない傾向にあると分析して、
大学の教授が自分たちの研究の後継者を選ぶために
総合型選抜を導入している。この総合型選抜は9月以降
から始まっちゃうんだけどね。一番有名な例を挙げると
お茶の水大学。これだけの点数がある人はみんな応募
してください。で、どんな入試をやるかというと、ペーパー
テストじゃないんだよね。文系は図書館へ、理系は実験室
へ行ってください。ここにあるものを全部使っていい
ので、1日かけて自分の課題を見つけて発表してくだ
さいと。もう、成績が最重要ではなくて、そこでの課題発見
と解決力。令和の日本型教育だ。そういう学生が自分たち
の研究を受け継いでくれる。本当に優秀な子を選ぶため
にね。そういう意味で、大学が総合型選抜を使うっていう
時代になってきた。とにかく大学に入ればいいんだって
いう発想はもうダメなんだよね。だから、北高には「今後
は総合型選抜もちゃんと考えなさいね」って言い残して
きた。

12回生：主体性という意味では今の話と少しリンクするかも
しれないのですが、河合先生が北高の校長に赴任された
ときに体育大会のマスコット作りを復活させたと伺った
のですが。

河　合：実はコロナ禍で2年間はやってなかった。それに加えて
「今時竹の細工ができる子はいませんし、なたの使い方
も知りませんよ。ケガをしたらどうするんですか？ゴミの
処理は？」っていう雰囲気が教員のなかにあったの。
「でももう復活させたから続けてよ」って言って今年の
3月に北高を去ってきた。

12回生：確かに最初は難しかったけど、学年が上がるたびに上達
していった記憶があります。

河　合：今の生徒でも、なたの使い方や細工の仕方とかを教えて
あげればちゃんとやれるんだよね。で、その一歩を踏み
出すためにどうしたらいいかと考えた結果、「竹は私が
全部用意します。台風で飛ばされないように校舎内でも
作れる1ｍ50ｃｍまでの大きさにしましょう。そうすれば
ゴミも減るでしょう。小さければお店にもらってもらえる
確率も上がりますよね」っていうことで、今年から復活
したんだよね。あと、見本としてマスコットのサンプルが
ないといけないから、去年、生徒から有志を募って一緒に
グランパスくんを作ったんだよ。11月の記念事業に持って
いくよ。

12回生：マスコット愛がハンパないですね。
河　合：だから、ちゃんと先生たちとも話し合ってね。「熱中症は

どうするんですか？ 9月にこれをやっていて受験に間に
合うんですか？」とか。体育大会の時期は昔と一緒だし、
体育大会が終わったら区切りをつけさせてみんなで
受験モードに向かわせましょうと。途中で総合型選抜が
始まるけど、それに相応しい生徒はどんどん応募して
あげましょうって感じで。あと、校長としてことあるごとに、
PTAの役員にも「マスコット作りは生徒にとってとても

いい経験になりますよ。北高にはそういう伝統があり
ましてね」って宣伝してた。

12回生：そういえば河合先生は最初の北高赴任時にハンド
ボールの同好会を作ったじゃないですか。それから正式
な部になりましたけど、そのときはどうでしたか？

河　合：それに関しては色々と言いよどむものがあってね。昔の
ことだから許してなんてことはないけれど、練習中とかに
檄というか罵声を浴びせてしまったこととかね。世の中
理不尽なことがいっぱいあるわけだから、この程度の
理不尽は耐えなきゃだめなんだみたいな……当時の部活
ではよく見かけた風景で自分もそれに乗っかってしまった
節はあるから、今でも振り返ると心が痛みます。

12回生：でもそれが普通の時代でしたから。
河　合：あと、私の立場から言うと、1994年にわかしゃち国体が

あって、ハンドボールの会場が豊田市体育館だった。
豊田市ハンドボール協会からすると、大会の補助員や
練習会場が必要で、「会場から北高が一番近いから、ハンド
ボール部を作ってもらおう」っていう話が挙がって。協会
の会長も「ぜひハンドボール部の立ち上げをお願い
します」って当時の校長に挨拶しに行ったりしてて。
そんな状況のときに私が北高に異動したもんだから、
最初は剣道部の顧問と並行してまずは同好会から
スタートした。もちろん自分がハンドボールを好きって
いうのもあったよ。あと、国語科だよりっていうのを生徒
に配布していたんだけど、記事の半分はハンドボールの
ことを書いてね。私の戦略だったんだけど、そうしたらさ、
部員が集まりすぎちゃって。

12回生：最初は結構な人数がいましたよね。
河　合：君たちの学年が最初の部員になったんだけど、60人くらい

集まったからね。なかには運動が優秀な子もいたから、
他の部からすると「あんたが余計なことしなければ」って
思われていたかもね。練習場所さえなかったから。

12回生：河川敷で練習してませんでしたか？
河　合：プール裏に工場があって、それを越えたところの河川敷

で練習してた。もちろんゴールなんてないから土手に
向かってシュート練習したりね。夏休みは朝5時半から
7時半くらいまでグラウンドを使わせてもらって、練習後
にはプールに入って汗を流してね。そのあと補習を
やって午前中には帰れる。時間も有効に使えるし、これは
人気出るよね。

12回生：その翌年に正式な部になったんですか？
河　合：そう。生徒に怪我があっちゃいかんってことで、当時

ものすごく理解のあった杉本猛先生の尽力もあって部に
昇格できたんだよね。でも部活動の予算なんてないから
ユニフォームもなかったし、靴も体育館シューズ。で、
いよいよ試合に出られるとなったときに、やっぱり勝ち
たいから段々と私の本性が出てしまって、厳しくなって
いっちゃってね。結局、残ったのは15人くらいかな。今思
えばもっと違うやり方もあったのだろうけど、その当時の
自分はそれが精一杯だった。だから嫌な思いをしてハンド
ボール部を辞めていった子はきっとたくさんいるんだろう
なと思って。11月に再会したときにその恨み節を聞くん

じゃないかな。
12回生：今もハンドボール部ってあるんですか？
河　合：男女ともにあって、嬉しいことにまだ続いているんだね。

初代部員の12回生の松田剛紀は、今は杜若高校の
ハンドボール部で監督をしている。

12回生：河合先生が蒔いた種が実になって、また下の世代にも
受け継がれていますね。

河　合：北高の校長になったとき、高体連ハンドボール部専門部
というのがあって、私はそこの部長だった。その頃の杜若
はというと愛知県で3位になってね、全国大会出場が
決まった。彼にも「北高時代は土手に向かってシュート
練習してたのに、こんな立派な監督になって全国大会へ
行っちゃうなんて」って言ってたら新型コロナで大会が
中止に。北高ハンドボール部のことを語ると、よい面と
悔いの残る面の両方があるんだよね。

12回生：とても関心が高まる話がたくさん聞けました。それでは
最後に、50歳を目前にした12回生に向けてメッセージを
お願いします。

河　合：「人生100年時代」っていうのは、もう案外実感できるん
だよね。私の周りには100歳の方がいるし、うちの母親も
90歳なんだけど畑仕事してる。自分が若い頃、60歳って
いったら「お爺ちゃん、お婆ちゃん」って思ってたのと同じ
ように、12回生のみんなが高校時代に48～49歳の人を
見たら「いい壮年だなぁ」って感じてたよね。そして今の
我々はというと60歳、48～49歳なんだけど、「人生100年
時代」のことを考えるとやっぱりまだまだだよね。私は
定年というひとつの区切りができたから振り返りはひと
まず済ませちゃってるんだけど、みんなはまったくその
必要はない。やりたいようにどんどん突っ走ればいいん
じゃないの、次の区切りは60歳なんじゃないって思うん
だよね。だから受けにまわらず、弱気にならず、やりたい
ことをやればいいんじゃないかな。そして、次の10年の夢
をこれから語ればいいと思う。みんなはね、老け込む
必要なんてないから、何か新しい目標を見つけてほしい
なと思うよ。

12回生：そうですね、11月の卒業30周年記念事業が、そういう
今後の夢や目標について旧友と話せる場となったらいいな
と思います。貴重なお話ありがとうございました！
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2022年度は名古屋大学4名、北海道大学3名が合格しました！
2020～2022年度 進路状況



＜事業概要＞

実行委員長 梅村 信一

卒業30周年記念事業については、新型コロナウイルスなどの影響で数年実施できておらず、3年振りの開催となり
ました。
また、コロナ禍ということもあったため「開催してよいものなのか」と迷いながらも、同窓生の誰もが参加でき、同
窓生の繋がりを確保するため「対面」と「オンライン」でのハイブリッド方式を新たな開催方法として取り入れ、短い
準備期間の中で検討し開催へ結び付けることができました。
記念事業では、同窓生の卒業後の社会貢献活動など「同窓会の皆さんに伝えたい」という熱い想いを持った5人の
卒業生が各々活動を紹介したほか、懇親会では恩師や同窓生とのオンラインを通した歓談を行いました。

実行委員長挨拶 (11回生)　

同窓生の活動紹介 (小松真一/11回生)

第11回卒業30周年記念事業 
(テーマ：信 ～まこと～)と交流タイムを実施
日　時：2022年11月20日(日) 10：00～13：00
場　所：豊田北高等学校体育館
参加者：182名 (会場参加115名/オンライン参加67名）

前回開催

第11回卒業30周年記念事業のご報告

25 26

愛米味の西川店
株式会社 ASPETTO
株式会社 ISE
株式会社稲垣写真館
有限会社宇野モータース　
有限会社家具センターミタチ　
かすがい労務管理（かすがい・くらはし事務所） 
金国法律事務所　
株式会社クマガイ・インテリア　
株式会社ケー・シップ（北海ダイニング康家） 
志賀耳鼻咽喉科
柴浦製鋼株式会社
すまいるサポート豊田
タカトヨ産業株式会社

とのも法律事務所
株式会社豊田スタジアム
株式会社中泉商店
株式会社中根鉄工
名古屋東部陸運株式会社
ノノヤマ洋服株式会社
昭和街酒場 はちえん
花くらぶ
株式会社原田工務店
福岡歯科医院
プラザ観光株式会社
司法書士法人 前田・滝浪事務所 
株式会社マツタニ
矢頭税理士法人（旧称：矢頭正浩税理士事務所）
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ご協賛社索引
（50音順・敬称略）

卒業 30周年記念事業は、
皆様にお寄せいただいた広告掲載料や協賛金によって支えられております。
新規協賛のご協力をいただける方は、北高同窓会事務局までご一報ください。

（問） TEL.0565-80-5111 
 info@toyokita-dousoukai.com

住所などの変更について

会員データに関する問い合わせ先：㈱ 広済堂ネクスト BPO＆ITソリューション事業部 TEL 06-7178-0530  FAX 06-7178-0527 (月～金 10:00～17:00/土日祝日休み）

豊田北高等学校同窓会事務局：〒471-0016 豊田市千石町2-100-1 豊田北高等学校内　　TEL 0565-80-5111　info@toyokita-dousoukai.com

豊田北高等学校同窓会事務局よりお知らせ

01 2024年以降、卒業30周年記念事業の案内はがき
の送付廃止を検討しています。確実に皆さまへ
情報提供するために、北高同窓会事務局のホーム
ページ内「登録変更フォーム」へ必要事項を入力
し送信をお願いします。

02 豊田北高等学校同窓会
Facebookページ
いいね！をよろしくお願いします。

https://toyokita-dousoukai.com/form/

https://www.facebook.com/ toyokita.R

また、住所などの変更対応については、北高や名簿管理委託業者から直接電話で住所や電話番号をお聞きすることはありません。この種の問い合わせにはご注意ください。
変更のある方は「登録変更フォーム」をご利用ください。毎年4月までの連絡分をメンテナンスしています。
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第６回生
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良い看板は
相談から。
お気軽に
お電話を！

471-0017 2 5
0565 89-2111 0565 89-1123

７回生　中根健朗

○フラワーデザイン○

○コンテナガーデン○

○ ○

豊田市秋葉町 5-14-4
T E L 0565 -32 - 8701   
FAX 0565 -32 - 8702

〒471-0873  

相続・遺言・後見相続・遺言・後見
身近なトラブルなどお気軽にご相談下さい。

とのも法律事務所
土面尋志（5回生）
とのも ちかゆき

http://tonomo-law.com/
豊田市神田町1丁目1-1 西山地産ビル2階

弁護士

☎0565-36-4020
（愛知県弁護士会所属）

〒444-2216 愛知県豊田市九久平町簗場19

TEL.0565-58-0004  FAX.0565-58-0082　　

取扱商品：学生衣料／文房具／酒類
株式会社 中泉商店

松平郷 
販売元

地方発送承ります！

当店オリジナル 


